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位相空間 X と体 K に対して，コホモロジー H∗(X;K) やホモトピー群 π∗(X) ⊗ K を計算することは一
般に困難である．しかし K が有理数体 Q (または標数 0の体) の場合であれば，有理ホモトピー論を用いる

ことでこれらを非常に効率的に計算することができる．

有理ホモトピー論を用いた計算において鍵となるのは，位相的な操作を代数的な操作へと「翻訳」すること

である．例えば，Künneth の定理を用いると，位相空間の直積が DGAのテンソル積へと「翻訳」されること

が分かる．ファイブレーションや写像空間といった，さらに複雑な位相空間の構成方法についても同様の「翻

訳」が可能である点が，有理ホモトピー論の利点である．

この連続講演の前半では，有理ホモトピー論の基礎事項，特に Sullivan モデルについて解説する．後半で

は Sullivan モデルを用いたファイブレーションの記述について解説し，その応用として自由ループ空間のコ

ホモロジーの計算方法を紹介する．いずれの内容も，Félix-Halperin-Thomas の教科書 [FHT01] に基づいた

ものである．また，講演者が開発しているソフトウェア kohomology [Wak] についても紹介したい．
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